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○平成 16年 8月に屋久島フィール ドワーク講座を開
き,学部学生に野外で生息する生物多様性の実習
を行なった.
0平成 16年9月に東京の科学みらい館で.霊長類研究
所東京公開講座を催した.
0平成17年3月に国際シンポジウム ｢アジアの霊長類
研究の最近の進歩｣を開催した.海外の著名な研
究者 16人を招蒋し,約200名の参加者と活発な討
論を行なった.
研究拠点形成に係る具体的な成果
○霊長類原猿類の其猿化-の進化過程の復原
ミャンマーで広汎な発掘調査を行い,ボンダウン
ギアの化石を発見した.ボンダウンギアは霊長類のな
かで其猿と原猿の中間に位置し,双方の形質を持つも
のであり.その特徴を他の原猿および真猿の化石と比
較検討することによって,サルの其猿化の進化過程の
復原を試みた. '
○霊長類の音声コミュニケーションの可塑性の研究
ニホンザルとテナガザルの音声の詳細な分析を実
施した.ニホンザルについては屋久島と,愛知県大平
山の典団で継続的観察を行い,いわゆるクーコールに
方言が存在することを見出した.またその機能につい
て検討を加えた.テナガザルについては,ナジルテナ
ガザルとミュラーテナガザルでのグレー トコールの比
較を試みた.その結果,それぞれに種固有と思われる
特徴が見出された一方,叫 こ遺伝的な差異によるとは
思われない差異もあり,それらは個々の地域で世代間
伝達のような形で継承されていっているものと推測さ
れた.
0テナガザルの遺伝的退化についての研究
インドネシアのスマトラ島とカリマンタンに生息
するテナガザルの迫伝組成に関しミトコンドリアDNA
などを指標として詳細な分析を試みた.その結果.ス
マトラ島に生息するアジルテナガザルは,マレー 半島
より移入しそののちカリマンタン-移ったこと,また
カリマンタン-の移入にあたっては,いったんポピュ
レー ションが減少した後にその数を爆発的に増加され
た痕跡のあることが認められた.
0屋久島および金華山島におけるニホンザルの保全
屋久島と金華山島に生息するニホンザルの複数の
集団について,OPSを用いてその周年にわたる遊動の
動態を記録し,彼らが採餌する食物との関連を分析し
た.その資料をもとに,どのように環境を保全するこ
とが彼らの生活を守るうえで最適な方宋となるのか,
また各環境下における最大許容ポピュレーションはど
の程度であるのかの推測を行い,保全のための知見と
して活用することをめざした.
(文責 :正高信男)
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